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(57)【要約】
【課題】コアをプロセッサ内部に設けることなく、優れ
たＥＭＣを実現させる。
【解決手段】ビデオスコープ１０が接続されるプロセッ
サ２０は、スコープ接続部となるコネクタ２０Ｃの側に
バッファ回路２２、２４を備える。ビデオスコープ１０
がプロセッサに接続されているとき、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ３６を通じてバッファ回路２２、２４に最大電源電
圧Ｖｍを供給する。そして、ビデオスコープ１０が取り
外されると、バッファ回路２２、２４対して最小電源電
圧Ｖｚを供給する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオスコープのスコープ側コネクタと接続するプロセッサ側コネクタと、
　配線を通じて前記プロセッサ側コネクタと接続するバッファ回路と、
　前記バッファ回路へ供給される電源電圧を調整する電源電圧制御手段と、
　前記ビデオスコープの接続／取り外しを検出するスコープ接続検出手段とを備え、
　前記電源電圧制御手段が、前記ビデオスコープの取り外しが検出されると、前記バッフ
ァ回路へ供給する電源電圧を、ビデオスコープ接続時の電源電圧に比べて低下させること
を特徴とする電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項２】
　前記電源電圧制御手段が、前記ビデオスコープの取り外されている間、前記バッファ回
路へ供給する電源電圧を低下させることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記バッファ回路が、前記ビデオスコープからの画像信号がプロセッサ側で最初に入力
されるバッファ回路であることを特徴とする請求項１乃至２のいずれかに記載の電子内視
鏡装置のプロセッサ。
【請求項４】
　前記電源電圧制御手段が、映像出力停止のため前記バッファ回路へリセット信号を出力
した後、前記バッファ回路へ供給する電源電圧を下げることを特徴とする請求項３に記載
の電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項５】
　前記バッファ回路が、前記ビデオスコープへ送る駆動信号もしくは制御信号が入力もし
くは出力されるバッファ回路であることを特徴とする請求項１乃至２のいずれかに記載の
電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項６】
　前記電源電圧制御手段は、前記ビデオスコープが取り外されると、前記バッファ回路の
動作可能な電圧範囲の中で、最低電圧を電源電圧として供給することを特徴とする請求項
１乃至５のいずれかに記載の電子内視鏡装置のプロセッサ。　
【請求項７】
　前記電源電圧制御手段が、
　ＤＣ電源を電圧変換し、所定の駆動電圧を前記バッファ回路へ供給するＤＣ／ＤＣコン
バータと、
　前記ＤＣ／ＤＣコンバータへ供給する駆動電圧を制御するコンバータ電圧制御回路と
　を有することを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項８】
　映像信号伝送可能な信号ケーブルが接続される映像信号出力部と、
　配線を通じて前記映像信号出力部と接続する外部機器バッファ回路と、
　前記映像信号出力部に前記外部機器が接続するのを検出する外部機器接続検出手段とを
さらに備え、
　前記電源電圧制御手段が、前記外部機器の取り外しが検出されると、前記外部機器バッ
ファ回路へ供給する電源電圧を、外部機器接続時の電源電圧に比べて低下させることを特
徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項９】
　ビデオスコープのスコープ側コネクタと接続するプロセッサ側コネクタと配線を通じて
接続するバッファ回路へ供給される電源電圧を調整する電源電圧制御手段と、
　前記ビデオスコープの接続／取り外しを検出するスコープ接続検出手段とを備え、
　前記電源電圧制御手段が、前記ビデオスコープの取り外しが検出されると、前記バッフ
ァ回路へ供給する電源電圧を、ビデオスコープ接続時の電源電圧に比べて低下させること
を特徴とする内視鏡用電源電圧制御装置。
【請求項１０】
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　電子内視鏡装置を、
　ビデオスコープのスコープ側コネクタと接続するプロセッサ側コネクタと配線を通じて
接続するバッファ回路へ供給される電源電圧を調整する電源電圧制御手段と、
　前記ビデオスコープの接続／取り外しを検出するスコープ接続検出手段として機能させ
るプログラムであって、
　前記ビデオスコープの取り外しが検出されると、前記バッファ回路へ供給する電源電圧
を、ビデオスコープ接続時の電源電圧に比べて低下させるように、前記電源電圧制御手段
として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオスコープを使って器官内壁などの被写体を撮像し、観察画像をモニタ
に表示する電子内視鏡装置に関し、特に、スコープとプロセッサとのコネクタ（接続部）
を通じて放出される電磁波ノイズのシールドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置では、ＣＣＤなどのイメージセンサを先端部に備えたビデオスコープが
画像処理などを行うプロセッサに接続されることで互いに電気的接続状態となり、ビデオ
スコープとプロセッサとの間では、駆動信号、制御信号、画像信号、データ信号などが伝
送される。そのため、スコープとプロセッサのコネクタを通じて電磁波ノイズが放出され
やすい。
【０００３】
　電子内視鏡装置は医療機器であることから、電磁波ノイズ放出を遮蔽することが強く求
められる。すなわち、優れたＥＭＣ（Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境適合性
）が要求される。特に、プロセッサが電源ＯＮ状態のときにビデオスコープが外されてい
る状況においても、プロセッサのコネクタ部分からのノイズ放出を十分に抑える必要があ
る。
【０００４】
　電磁波ノイズ放出を遮断する部材として、磁性材料から成る筒状のコアを使用する場合
がある。ビデオスコープとプロセッサは、プラグ、レセプタクルといったコネクタが直接
接触する構造であることから、コンピュータシステムのように接続用信号ケーブルの接続
付近にコアを設ける構成は採用されず、ビデオスコープ内部あるいはプロセッサ内部にコ
アが設けられる（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２０４９３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ビデオスコープ、プロセッサのコネクタ付近では、回路機構、光源装置、ライトガイド
機構などの部品が密集し、スペース的に制限がある。この密集部分にコアを挿入すること
が難しい。特に、コネクタ近くに配置される光源装置からの熱が密集部分に集中しやすく
なり、コアの配置はプロセッサの動作を不安定化させる可能性がある。
【０００７】
　したがって、コアなどの電磁シールド部材を設けることなく、ビデオスコープの接続、
非接続いずれの状況下においても、高いＥＭＣを十分提供できることが必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の内視鏡装置は、ビデオスコープのコネクタ（ここでは、スコープ側コネクタと
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いう）と接続するプロセッサのコネクタ（ここでは、プロセッサ側コネクタという）と、
配線を通じてプロセッサ側コネクタと接続するバッファ回路と、バッファ回路へ供給され
る電源電圧（駆動電圧）を調整する電源電圧制御手段と、ビデオスコープの接続／取り外
しを検出するスコープ接続検出手段とを備える。
【０００９】
　スコープ側コネクタおよびプロセッサ側コネクタは、例えば、それぞれプラグ、レセプ
タクルなどによって構成可能であり、互いに直接接続することでビデオスコープとプロセ
ッサとの間の電気的接続（信号伝送、電源供給等）が実現される。
【００１０】
　緩衝回路として動作可能なバッファ回路は、プロセッサ側コネクタと配線を通じて繋が
る回路であり、入力側バッファ回路として構成される場合、スコープ側からの信号（画像
信号、データなど）が最初に入力される回路となる。一方、出力側バッファ回路として機
能する場合、スコープ側へ送られる信号（駆動信号、制御信号、電源電圧信号など）がコ
ネクタ直前で最後に入出力される回路となる。
【００１１】
　電源電圧制御手段の構成については、例えば、ＤＣ電源を電圧変換し、所定の駆動電圧
をバッファ回路へ供給するＤＣ／ＤＣコンバータと、ＤＣ／ＤＣコンバータへ供給する駆
動電圧を制御するコンバータ電圧制御回路を設けることが可能である。コンバータの駆動
電圧が変わることによって、バッファ回路への供給電圧が変化する。
【００１２】
　そして、本発明の電源電圧制御手段は、ビデオスコープの取り外しが検出されると、バ
ッファ回路への電源電圧を、ビデオスコープ接続時の電源電圧に比べて低下させる。電源
電圧低下によって、プロセッサ側コネクタに最も近いバッファ回路からの電磁波ノイズ放
射が抑えられる。
【００１３】
　電磁波ノイズの振幅はバッファ回路の電源電圧のレベルに依存する。バッファ回路の駆
動電圧が低下することによってその動作時の電磁ノイズ放出も少なくなる。これにより、
ビデオスコープが取り外されるのに合わせて、プロセッサ側コネクタから外部に放出され
る電磁波ノイズが自動的に抑えられる。すなわち、コアなどの部材をコネクタとバッファ
回路の間に設けることなく、電磁波ノイズの放出が抑えられる。
【００１４】
　電源電圧制御手段は、ビデオスコープの取り外されている間、バッファ回路へ供給する
電源電圧を低下させればよい。再びビデオスコープの接続が検出されると、バッファ回路
への電源電圧がビデオスコープ接続時の電源電圧に戻る。
【００１５】
　電源電圧制御手段は、バッファ回路の動作可能な電圧範囲で適宜駆動電圧を設定可能で
ある。ビデオスコープ接続の間については、緩衝回路としての機能を十分発揮させるため
、動作可能な駆動電圧範囲の中で最大電圧に設定することができる。一方、ビデオスコー
プ非接続時には、最低電圧を設定することで、最大限ノイズの放出を抑えることができる
。
【００１６】
　画像信号が最初に入力されるバッファ回路の場合、ビデオスコープの取り外し後すぐに
バッファ回路に対する駆動電圧を下げると電圧変化によって映像信号が乱れ、モニタに映
像の乱れが映る。これを防ぐため、まず、電源電圧制御手段が、映像出力停止のためバッ
ファ回路へリセット信号を出力し、その後、バッファ回路へ供給する電源電圧を下げるの
がよい。
【００１７】
　プロセッサの映像信号出力端子など信号出力コネクタ付近には、バッファ回路を設ける
ことが可能である。例えば、映像信号伝送可能な信号ケーブルが接続される出力端子の直
前にバッファ回路が設けられる。この場合、ビデオスコープ接続側コネクタ付近に設けら
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れるバッファ回路と同様、バッファ回路に供給する電源電圧（駆動電圧）を調整するのが
望ましい。
【００１８】
　例えば、プロセッサの映像信号出力部に外部機器が接続するのを検出する外部機器接続
検出手段を設け、電源電圧制御手段は、外部機器の取り外しが検出されると、外部機器バ
ッファ回路へ供給する電源電圧を、外部機器接続時の電源電圧に比べて低下させる。
【００１９】
　本発明の内視鏡用電源電圧制御装置は、ビデオスコープのスコープ側コネクタと接続す
るプロセッサ側コネクタと配線を通じて接続するバッファ回路へ供給される電源電圧を調
整する電源電圧制御手段と、ビデオスコープの接続／取り外しを検出するスコープ接続検
出手段とを備え、電源電圧制御手段が、ビデオスコープの取り外しが検出されると、バッ
ファ回路へ供給する電源電圧を、ビデオスコープ接続時の電源電圧に比べて低下させるこ
とを特徴とする。
【００２０】
　本発明のプログラムは、電子内視鏡装置を、ビデオスコープのスコープ側コネクタと接
続するプロセッサ側コネクタと配線を通じて接続するバッファ回路へ供給される電源電圧
を調整する電源電圧制御手段と、ビデオスコープの接続／取り外しを検出するスコープ接
続検出手段として機能させるプログラムであって、ビデオスコープの取り外しが検出され
ると、バッファ回路へ供給する電源電圧を、ビデオスコープ接続時の電源電圧に比べて低
下させるように、電源電圧制御手段として機能させる。
【発明の効果】
【００２１】
　このように本発明によれば、コアをプロセッサ内部に設けることなく、優れたＥＭＣを
実現させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】バッファ回路の概略的ブロック図である。
【図３】システムコントロール回路によって実行される入力側バッファ回路の駆動電圧制
御処理を示したフローチャートである。
【図４】駆動電圧制御処理のタイミングチャートである。
【図５】映像信号出力側バッファ回路に対する駆動電圧制御処理のフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下では、図面を参照して本実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００２４】
　図１は、本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【００２５】
　電子内視鏡装置は、その先端部にイメージセンサ１２を設けたビデオスコープ１０と、
プロセッサ２０とを備え、ビデオスコープ１０はプロセッサ２０に着脱自在に接続される
。プロセッサ２０には、モニタ５０が接続されている。
【００２６】
　プロセッサ２０は、キセノンランプなどの光源装置３０を備え、光源装置３０から放射
された照明光は、集光レンズ（図示せず）を介してビデオスコープ１０内に設けられたラ
イトガイド１１の入射端に入射し、ライトガイド１１を通じてスコープ先端部１０Ｂから
被写体（観察対象）に向けて照射される。光源装置３０とライトガイド１１との間には絞
り（図示せず）が設けられており、絞りの開閉によって自動的に光量が調整される。
【００２７】
　被写体に反射した照明光は、スコープ先端部１０Ｂに設けられた対物レンズ（図示せず
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）によって結像し、被写体像がＣＣＤなどのイメージセンサ１２の受光面に形成される。
イメージセンサ１２では、１フレーム分の画素信号がイメージセンサ１２から所定のフレ
ーム時間間隔（例えば１／３０秒間隔）で読み出される。イメージセンサ１２には、Ｃｙ
、Ｙｅ、Ｇ、ＭｇあるいはＲ、Ｇ、Ｂから成る色要素をモザイク配列させた補色フィルタ
が配設されている。
【００２８】
　読み出された一連の画素信号は、前段画像信号処理回路１４においてデジタル化される
とともに、デジタル化された画素信号に対してホワイトバランス処理、ガンマ補正処理な
どの画像信号処理が施される。これにより、Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号が生成される。生成さ
れたＲ、Ｇ、Ｂ画像信号は、バッファ回路１７を通ってプロセッサ２０へ送られる。
【００２９】
　プロセッサ２０に送信された画像信号は、バッファ回路３２を介して後段画像処理回路
２８へ送られる。後段画像処理回路２８では、輪郭強調処理、スーパーインポーズ処理な
どが画像信号に対して施される。そして、画像信号が映像信号としてモニタ５０に出力さ
れることにより、観察画像がリアルタイムでモニタ５０に表示される。
【００３０】
　ＣＰＵ、ＲＡＭなどを含むシステムコントロール回路２５は、後段画像信号処理回路２
８などへ制御信号を出力し、プロセッサ２０が電源ＯＮ状態のとき、その動作全体を制御
する。動作制御プログラムは、あらかじめＲＯＭ２６に記憶されている。
【００３１】
　ビデオスコープ１０がプロセッサ２０に接続されると、システムコントロール回路２５
はバッファ回路１９、２２を介してスコープコントローラ１６と相互通信し、ＲＯＭ１８
に格納されたスコープ特性（解像度、スコープ種類）に関するデータを取得する。また、
システムコントロール回路２５は、スコープコントローラ１６に設けられたＣＣＤ駆動回
路（図示せず）に駆動信号を出力する。スコープコントローラ１６は、プロセッサ２０か
ら送られてくる色情報データ等に基づき、スコープ動作制御を行う。
【００３２】
　電源ユニット３４は、ＡＣ電源をＤＣ電源に変換し、ＤＣ／ＤＣコンバータ３６を通じ
てプロセッサ２０、さらにはビデオスコープ１０の電気回路へ電源供給する。コンバータ
電圧制御回路３８は、ＤＣ／ＤＣコンバータ３６に対して駆動電圧を供給するとともに、
システムコントロール回路２５からの制御信号に基づき、ＤＣ／ＤＣコンバータ３６に対
する駆動電圧の値を調整する。
【００３３】
　ビデオスコープ１０にはプラグ形状のコネクタ１０Ｃが、プロセッサ２０にはレセプタ
クル形状のコネクタ２０Ｃが形成されており、コネクタ１０Ｃとコネクタ２０Ｃとが直接
結合することによって、ビデオスコープ１０とプロセッサ２０の間で電気接続が実現され
る。すなわち、ビデオスコープ１０とプロセッサ２０との間において、駆動信号、制御信
号、電源電圧信号、画像信号など一連の信号が伝送可能となる。
【００３４】
　Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号が入力されるバッファ回路２４は、配線２１Ａを通じてコネクタ
２０Ｃと接続されている。バッファ回路２４は、ここではバッファＩＣ（Integrated Cir
cuit）で構成される緩衝回路であり、前段の回路、すなわちビデオスコープ側回路の動作
による影響を受けないようにするため、画像信号が最初にバッファ回路２４に入力される
。
【００３５】
　コネクタ２０Ｃ付近に設けられたもう一つのバッファ回路２２は、システムコントロー
ル回路２５とコネクタ２０Ｃとの間に設けられた緩衝回路であり、システムコントロール
回路２５から送られてくる駆動信号、制御信号、データ信号、電源電圧信号は、バッファ
回路２２を通過し、配線２１Ｂを通じてコネクタ２０Ｃから出力される。したがって、出
力側バッファ回路として機能する。
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【００３６】
　その一方で、スコープコントローラ１６から送られてくる制御信号あるいはデータ信号
は、配線２１Ｂを通じて最初にバッファ回路２２に入力される。したがって、バッファ回
路２２は、入力側、出力側両方の緩衝回路として機能する。
【００３７】
　プロセッサ２０には、コネクタ２０Ｃとは逆側にも、映像信号出力端子のあるコネクタ
２０Ｄが設けられている。コネクタ２０Ｄには、配線３２Ａを通じてバッファ回路３２が
接続されている。後段画像信号処理回路２８から出力される映像信号は、バッファ回路３
２を最終的に通過してモニタ５０などの外部機器へ出力される。
【００３８】
　このように、プロセッサ２０のバッファ回路２２、２４、３２は、配線２１Ａ、２１Ｂ
、３２Ａを通じてコネクタ１０Ｃ、２０Ｃ、２０Ｄと直接的に繋がっており、信号入力／
出力が最初／最後の回路になる。このバッファ回路の内部構成について、以下説明する。
【００３９】
　図２は、バッファ回路２４の概略的ブロック図である。
【００４０】
　バッファ回路２４は、バッファＩＣ２４Ａによって構成されており、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ３６によって電源電圧が駆動電圧として供給される。ＤＣ／ＤＣコンバータ３６は、
ＤＣ電源の電圧をバッファＩＣ２４Ａの動作可能な電圧範囲（電圧帯域）まで低下させる
。
【００４１】
　コンバータ電圧制御回路３８は、電源ユニット３４からの電力供給によって動作し、Ｄ
Ｃ／ＤＣコンバータ３６に対して駆動電圧を供給する。また、コンバータ電圧制御回路３
８は、異なる駆動電圧でＤＣ／ＤＣコンバータ３６を動作させることが可能であり、ＤＣ
／ＤＣコンバータ３６からバッファ回路２４へ供給される電源電圧は、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ３６に対する駆動電圧の値に応じて変化する。
【００４２】
　システムコントロール回路２５は、コンバータ電圧制御回路３８に制御信号を出力し、
ＤＣ／ＤＣコンバータ３６に対する駆動電圧を調整可能である。したがって、システムコ
ントロール回路２５からコンバータ電圧制御回路３８へ送られる制御信号に従い、バッフ
ァ回路２４への電源電圧が調整される。
【００４３】
　他のバッファ回路２２、３２についても、同様にＤＣ／ＤＣコンバータ３６、コンバー
タ電圧制御回路３８によって駆動電圧が調整されている。ただし、バッファ回路２２では
、駆動信号、制御信号、データ信号など複数の信号が入出力するため、信号線の数に応じ
てバッファＩＣが設けられている。
【００４４】
　上述したように、バッファ回路２２、２４、３２は、プロセッサ２０のそれぞれ入力側
最初の回路、もしくは出力側最後の回路となり、これらバッファ回路を通じてコネクタ２
０Ｃ、２０Ｄから電磁波ノイズが外部に放出される。本実施形態では、コアなどのシール
ド部材を設けることなく電磁波ノイズの放出抑制可能な電気回路の動作制御を行う。以下
、バッファ回路２４における回路動作制御について説明する。
【００４５】
　図３は、システムコントロール回路２５によって実行されるバッファ回路２４の駆動電
圧制御処理を示したフローチャートである。図４は、その駆動電圧制御処理のタイミング
チャートである。
【００４６】
　プロセッサ２０の電源がＯＮ状態である間、ビデオスコープ１０がプロセッサ２０に接
続されているか否かが検出される（Ｓ１０１）。ここでは、ピン接合によってビデオスコ
ープ１０の接続／非接続を検出する。
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【００４７】
　ビデオスコープ１０が接続されていると判断されると、ＤＣ／ＤＣコンバータ３６に対
する駆動電圧がＶ０（例えば５Ｖ）に設定されるように、コンバータ電圧制御回路３８へ
制御信号が送られる（Ｓ１０２）。これにより、バッファＩＣ２４Ａは、ＤＣ／ＤＣコン
バータ３６から供給される駆動電圧（電源電圧）Ｖｍによって動作する（図４参照）。駆
動電圧Ｖｍは、バッファＩＣ２４Ａの動作可能な電圧範囲Ｒの最大電圧である。また、映
像信号を停止させるリセット信号はバッファ回路２４へ送られない（Ｓ１０３）。
【００４８】
　一方、ビデオスコープ１０が取り外されたと判断されると、始めに、映像信号出力停止
用のリセット信号がバッファ回路２４へ送られる（Ｓ１０４）。リセット信号によって画
像信号はブラックアウトになり、モニタ５０への映像信号出力が停止される。そして、リ
セット信号出力後、バッファＩＣ２４Ａの駆動電圧をＶｍからＶｚに変更するため、ＤＣ
／ＤＣコンバータ３６の駆動電圧がＶ１（例えば３．３Ｖ）に設定されるように、制御信
号がコンバータ電圧制御回路３８へ送られる（Ｓ１０５）。駆動電圧Ｖｚは、動作可能電
圧範囲Ｒの最小電圧である。
【００４９】
　バッファ回路２４から放出される電磁波ノイズの振幅は、バッファ回路２４へ供給され
る駆動電圧のレベルによって変化し、駆動電圧が小さいほどノイズ振幅が小さい。したが
って、バッファ回路２４が駆動電圧Ｖｚによって動作している間、放出される電磁波ノイ
ズは小さくなる。また、映像信号出力停止後にバッファ回路２４の駆動電圧を低下させる
ため、駆動電圧を変化させるときに発生するノイズが画像信号に乗って乱れた映像が表示
されることを防いでいる。
【００５０】
　ビデオスコープ１０がプロセッサ２０に再び接続されると、まず、ＤＣ／ＤＣコンバー
タ３６の駆動電圧がＶ１からＶ０に変更される。これによって、バッファ回路２４の駆動
電圧がＶｍに戻る。また、リセット信号が解除されて映像信号がモニタ５０へ送られる（
Ｓ１０２、Ｓ１０３）。
【００５１】
　バッファ回路２２についても、同様に駆動電圧が制御される。すなわち、ビデオスコー
プ１０が取り外されている間、バッファ回路２２は電源電圧Ｖｚが供給される。ただし、
リセット信号の出力制御は行われない。
【００５２】
　次に、図５を用いて、映像信号出力端子側となるコネクタ２０Ｄ付近に設けられたバッ
ファ回路３２に対する駆動電圧制御処理について説明する。図５は、バッファ回路３２に
対する駆動電圧制御処理のフローチャートである。
【００５３】
　プロセッサ電源ＯＮ状態の間、モニタなどの外部機器がケーブルを通じてプロセッサ２
０に接続されているか否かが判断される（Ｓ２０１）。ここでは、ケーブルがコネクタ２
０Ｄの出力端子に差し込まれると接続を検知する。
【００５４】
　外部機器が接続されている間、バッファ回路３２の駆動電圧はＶｍに設定される（Ｓ２
０３）。一方、外部機器が接続されていない状態になると、バッファ回路３２の駆動電圧
はＶｚに設定される（Ｓ２０２）。これによって、バッファ回路３２からのノイズ放射が
小さくなる。
【００５５】
　このように本実施形態によれば、プロセッサ２０のコネクタ２０Ｃの側にバッファ回路
２２、２４が設けられており、ビデオスコープ１０がプロセッサに接続されているとき、
ＤＣ／ＤＣコンバータ３６を通じてバッファ回路２２、２４に最大電源電圧Ｖｍが供給さ
れる。そして、ビデオスコープ１０が取り外されると、バッファ回路２２、２４に最小電
源電圧Ｖｚが供給される。
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【００５６】
　このようなバッファ回路に対する駆動電圧制御により、バッファ回路２２、２４とコネ
クタ２０Ｃ、あるいはバッファ回路３２とコネクタ２０Ｄにコアを設けることなく、ビデ
オスコープ取り外し中における電磁波ノイズの放射を抑えることが可能となる。その結果
、医療機器に要求されるＥＭＣを十分満たすことができる。
【００５７】
　特に、ビデオスコープとの接続部となるコネクタには、光源装置、集光光学系など様々
なコンポーネントが集中配置されることになり、スペース的に制約がある。本実施形態で
は、コアをその部分に設ける必要がないため、スペース的に余裕が生じ、また、光源装置
からの熱がコネクタ付近で篭ることがなく、熱を発散させてプロセッサ全体の温度上昇を
抑えることが可能となる。
【００５８】
　また、コアなどのノイズを吸収するシールド部材は、その材料に起因して非常に高価で
あり、また、重量も大きい。このようなシールド部材を排除することにより、シンプルで
安価、かつ軽量なプロセッサを実現させることができる。
【００５９】
　なお、本実施形態ではコアを全くプロセッサ内部に設けない構成であるが、上述したバ
ッファ回路とコネクタの間以外で内部スペースに余裕がある区域にコアを設ける構成にす
ることも可能である。この場合、完全にノイズの外部放射を抑えることができる。
【００６０】
　また、映像信号出力側のバッファ回路は特に駆動電圧制御せず、スコープ接続側のバッ
ファ回路に対する駆動電圧制御だけ行ってもよい。人体に影響のあるスコープ接続側の電
磁放射ノイズを抑えることによって、医療機器としてのＥＭＣを満たすことが可能である
。
【符号の説明】
【００６１】
　１０　ビデオスコープ
　１０Ｃ　コネクタ
　２０　プロセッサ
　２０Ｃ　コネクタ
　２０Ｄ　コネクタ
　２２　バッファ回路
　２４　バッファ回路
　２５　システムコントロール回路
　３２　バッファ回路
　３６　ＤＣ／ＤＣコンバータ
　３８　コンバータ電圧制御回路
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